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通総研では相対ＶＬＢＩ観測による宇宙飛翔体軌道決定技術に関する研究を進めており、その一環として、

インターネットおよびパソコンを利用した汎用のＶＬＢＩシステム（ＩＰ－ＶＬＢＩ）を開発している。Ｉ

Ｐ－ＶＬＢＩシステムの目標は実時間ＶＬＢＩシステムであるが、現時点ではオフライン観測が可能となっ

ている。このＩＰ－ＶＬＢＩシステムを用いて、宇宙研および国立天文台と共同で「ＧＥＯＴＡＩＬ」衛星

を利用した相対ＶＬＢＩ試験観測を実施した。試験観測の目的は宇宙飛翔体に対するＶＬＢＩ観測運用ソフ

トの開発と実観測での信頼性評価、およびＶＬＢＩ観測によって得られる観測遅延（群遅延および位相遅延）

の精度の検証を行い、火星探査機「のぞみ」の最終地球スウィングバイ直前の軌道決定可能性の評価に役立

てることである。試験観測の結果、従来困難と考えられていた狭帯域テレメトリー信号による群遅延観測が

可能であることが示された。またクロージャーテスト法による精度検証では１０秒程度の観測時間に対して

数 nsec 程度で遅延時間が決定できることが分かった。 


